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平成 26 年２月 14 日 

各   位 

会 社 名  ダントーホールディングス株式会社 

代表者名  代表取締役社長  原 口 博 光 

（コード番号５３３７ 東証・大証第１部） 

問合せ先  社長室長     前 山 達 史 

      （ＴＥＬ (06)4795-5000） 

 

当社の遊休資産の活用策について 

 

 当社グループは、本業であるタイル製造業の収益改善を柱としつつ、投資運用業と不動産賃貸業

といった関連事業をも含めたグループ資産全体の活用策を検討しています。 

 当社の主力工場の１つでありました宇都宮工場（栃木県宇都宮市）は平成２３年３月に発生した

東日本大震災により被災し閉鎖を余儀なくされたところですが、遊休地となっている当該用地の活

用策について事業採算性を前提として検討してきたところ、地域経済の活性化や雇用の促進に資す

るとともに、防災機能などを兼ね備えた地域の賑わいを促す交流拠点として再開発する方針を固め

ました。 

 今後は、この方針に基づいて地域住民の皆さんをはじめ、関係各方面との協議を行いつつ、計画

の具体化を推し進めて参ります。 

 

記 

 

１．本計画の趣旨 

  ◯宇都宮工場は、当社が有するタイル製造のノウハウの全てを凝縮した主力工場として、こ

の岡本の地に昭和３０年代より稼動して以降、ピーク時には１０００人近くの従業員を擁

し、地域の皆様と文字通り二人三脚で発展して参りました。 

 

  ◯しかしながら、平成２３年３月の東日本大震災の影響により被害を受け、工場の閉鎖を余

儀なくされました。再稼動の可能性も模索しましたが、被害状況から工場の再稼動を断念

せざるを得なくなり現在は閉鎖しております。 

 

  ◯このような状況を打開するため、地域経済の活性化に資する工場跡地の活用策を検討した

結果、環境への配慮と快適な生活の両立に加え、防災機能を付加し、子どもから高齢者ま

でが、元気に安心して暮らせる「まちづくり」を目指すべきとの結論に至りました。 

 

  ◯具体的には、①地域経済の活性化、②雇用の創出、③防災拠点、安心・安全という３点に

重点を置いた開発を目指します。 

 

  ◯人口減少や高齢化が進む地方都市で住宅や商業、公共施設を中心部に集める「コンパクト
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シティー」構想を全国で推進する政府の計画を受けて、宇都宮市では「コンパクトシティ

ー」の概念を更に進めた「『ネットワーク型』コンパクトシティー」を志向しており、当該

地が位置する岡本地域についても「ネットワーク」を構成する地域拠点の１つとして挙げ

られていることから、本プロジェクトもこれに軌を一にすることができると考えておりま

す。 

 

２．完成イメージ 

 

 

３．計画地 

   所 在 地：栃木県宇都宮市下岡本町２１３０番地 

   敷地面積：１４６，２５０㎡ 

 

以 上 
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【参考】「ネットワーク型コンパクトシティー」の概要（宇都宮市 HP より） 
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